
L304 家のつくり２ ためしてわかる家の機能
Function of a House 2: Experiments

家と都市 生命館3階

■展示品のねらい
  「家」は、その中で人が快適にくらすために、さまざまな工
夫がされています。ふだん生活しているときにはなかなか気
がつきませんが、なくてはならない機能がかくれているので
す。
  この展示品では、かんたんな実験によって、そのような機能
を体験できるようになっています。

■知識プラスワン

家に必要な最も基本的な機能は次のようなものです。
(1)雨を防ぐ
人が雨に濡れると体温が失われ、風邪をひいてしまいます。
特に、日本では梅雨の時期があるため、 雨を防ぐ屋根は絶対
に必要となります。昔の家屋では、かやぶきと言って長くて
丈夫な草をならべて屋根とし、雨はこの草に沿って流れてい
き、家の中には雨が入ってこない、というしくみでした。雨
を通さない瓦や銅の板などは高価なものだったので、城館や
寺社など一部で使われるだけだったのです。やがてカヤの代
わりに板が使われる板ぶきとなり、現在では軽量なかわらや
ゴムシートが利用されています。
(2)日差しと軒
寒い冬の日に温かい太陽の光は気持ちのよいものですが、こ
れが夏の暑い日となると不愉快なだけでなく、日焼けにもつ
ながります。また、特に幼児や高齢者にとっては熱中症の危
険となります。屋根の延長でもある軒の長さは、夏には日差
しをさえぎり、冬には太陽の光を取り入れるようなちょうど
よい長さにします。南北に長い日本では、土地によって太陽
高度が違いますので、軒の長さも変わってくるというわけで
す。
(3)気温と湿度
家の中の気温と湿度は、高すぎても低すぎても不快です。夏
の暑くて湿度が高いときには、風通しをよくし、冬には温か
い空気を逃がさない、ということができるよう、窓や扉を設
けています。
(4)風を防ぐ
山登り中に雨に濡れたうえ風にあたると、夏でも凍死してし
まうことがあります。凍死とは凍るわけではなく、人の体か

ら熱が奪われ過ぎて起こることなので夏でも凍死するのです
。家には、風を防ぐという機能も必要なのです。また、竜巻
や台風の突風で家が壊れたり飛ばされたりしないような工夫
も必要で、たとえば沖縄では、家のまわりを石垣で囲って、
台風に備えています。
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